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 事前に環境を整えるだけでなく、遊びの途中でもテントや机を移動し環境を整えれば、そこがどろんこ遊びのエリアにな

る。子どもの興味・関心を見とること、臨機応変に環境は変えていってもよい。  ～北野先生カンファレンスより～ 

【砂場で川作り遊び】 ５歳児 

 砂場で「川をつくろう」と数人の子ども達が集まり、水を

バケツで運んでいた。といを

使って水を流そうとしたり、船

を浮かべたりしていた。 

 

＜北野先生コメント＞ 

 川は、流れがあるとおもしろく、一周できると

なおおもしろいと考える。流したり、浮いたり、

発見も増え、さらに探求も深まるのではない

か。そのためには、水の量が必要となる。バ

ケツで運ぶのもいいが、子どもと相談して近く

にあったホースを持ってくると遊びも変わってくるのでは

ないかと思った。また、流れを作るには、高低をつけ

るとよい。といをどのように使うといいのか、保育者も

一緒になって試してみるとよいと考える。 
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 今年度も、神戸大学大学院准教授北野幸子先生にご指導いただき、以下の目的で公開保育・カン

ファレンスを実施しています。 
◎乳幼児教育ビジョンの基本理念「主体性を育む乳幼児教育」の推進に向け、研修等を通じて、園・

校種、公私を越えて共に学び合う。 

◎保育を公開し、大学の研究者による指導・助言を受け、実践者も参加者も互いに保育を振り返り、

学び合い質の高い乳幼児教育を目指す。 

 
 第1回目は、相愛保育園でした。初めての公開保育ということもあり、園の先生方は緊張もされてい

ましたが、とても勉強熱心で、子どもの主体性を育てたい、保育を変えたい、学びたいという思いが伝

わってきました。下記のテーマの通り、遊びの時間の工夫や子どもの興味・関心を引き出し、夢中にな

れる環境、子どもが自分で考え、行動するための保育者の関わりなど、まさに試行錯誤されている様

子が感じられました。暑い日ではありましたが、子ども達もそれぞれの遊びを楽しむ姿が見られました。 

【公開保育 研究テーマ】 

 保育者自身が他園の公開保育等に参加する中で、園の特色も活かしながら、遊びやその時間、環境、主体性を育む保育について学びたいと考

えている。子ども達が自分で考え、行動したり、遊びに夢中になったりするためにはどのような環境が必要なのか、どのような関わりをしていくとよい

のか、試行錯誤している。 

【公開保育の視点】  

主体性を育むための時間、環境、遊びや保育者の関わりについて 

【ごっこ遊び】 ２歳児 

 ままごと、車（ブロック）、

手先を使った遊び、絵本

など、子どもの興味・関心

をもとに年齢発達に合わ

せた環境を準備されてい

た。子どもがとても集中し

て遊んでいた。 

＜北野先生コメント＞ 

 子どもがイメージを持って遊んでいる。生活

経験の模倣の姿がとても多い。フライパンを

持って、左手でコンロの火の調節をしながら料

理していたり、お皿を洗うのもポンプで洗剤を出

して洗っていたり、ひとつひとつの仕草の中に生

活のイメージがつながっているのではないか。

保育者が考えて環境を整え、考えて関わって

いることが感じられた。 

【泥・水遊び】 ３歳児 

 自分の好きな遊びのところへ

駆け出す3歳児。砂場や噴水、

水たまりなど自分で場所や遊び

を見つけて遊んでいた。 

＜北野先生コメント＞ 

 テントも机もないけれど、自分で水たまりを見つけて、

泥で黙々と遊び出す子がいた。おもしろいと思う場所や

遊びを自分で見つけることはとても大事だと考える。事前

に環境を整えるだけでなく、遊びの途中でもテントや机を

移動し環境を再構成すれば、そこがどろんこ遊びのエリ

アに発展していくと思われる。子どもの興味・関心を見と

ること、臨機応変に環境は変えていくとよいと考える。 

【環境】  

 園庭にはテント、水、砂、スプリンク

ラー（水）、色水・・・子どもの興味・関

心から整えられた環境があった。幼

児クラスの廊下には共有の絵本やま

まごとのコーナーがあり、5歳児の部

屋には製作遊びのコーナーが設置さ

れていた。 

＜北野先生コメント＞ 

 環境は、子どもの姿をよく見て、子どもと一緒に再構成する

とよいと考える。調べたり、比べたりできる探究するコーナー

があるとよいと思う。 

 5歳児の部屋は、イメージした物を

クラスで共有し、部屋全体をダイナ

ミックに活用して、一つの遊び場とし

て発展させるとさらに楽しくなると考

える。3歳児の部屋にも製作コー

ナーを設けると、自分なりのイメージ

を持って様々な素材に触れることに

つながると思われる。 
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【相愛保育園より】 

◎（公開保育を受ける前）いろいろな公開保育

に参加させてもらう中で、他の園の子どもと比

べて自園の子どもは、「せんせいどうするのー 

？」など、自主的な自分からという姿がなかっ

た。そこで、保育士が話し合い、まずは環境を

変えてみようということに至った。 

◎ままごと遊びでは生活にあるものを手作りし

てみた。（冷蔵庫、掃除機、洗濯機、レンジな

ど） 目新しいものがいっぱい並んで、子どもた

ちも使っていいのか戸惑う姿があった。遊び込

むというよりも、玩具を点々とする姿が多かっ

た。物も壊されてしまうし、食べ物も床に散ら

ばりっぱなし、その都度保育士も試行錯誤し、

話し合った。 

◎遊び方を知らないのでは？と思い、保育士

も遊びに加わり、遊び方を知らせるような関わ

りを心がけるようにした。徐々に年長を中心に

ジュースなどを見立てて作れるようになったり

少しずつ、やりとりができるようになり、子ども同

士で役を決められるようになったり、ごっこ遊び

になりつつある。 

◎次の日も同じ遊びがしたいなーと言うように

なり、遊びのつながりも出てきた。しかし、小さ

い子に教えたり、一緒に遊んだりする関わりの

姿はまだなく、一緒の空間にいて同じ遊びをし

ている。時々会話や関わりがある程度。 

◎公開保育に向けての取り組みの中で、「自

分たちの保育を見つめ直して環境を保育士同

士で毎日考えていろいろ試行錯誤しながら進

めていく」ことを心がける中で、子どもたちもケン

カなども減り、楽しそうに遊ぶ姿が見られるよう

になってきた。 

◎公開保育がゴールではないので今後も子ど

もたちに関わって、よりよい保育ができるように

勉強していきたいと思う。 

【グループワークからの質問～北野先生回答】 

Ｑ、3歳児さんの振り返りは必要か？ 

Ａ、3歳から振り返りはしてほしいと思っている。2

歳の子どもの8１パーセント。日本の子どもの4千

人でデータを取ったところ、言葉の語尾に「ね」

と言う言葉をつける発達をしている。「○○だっ

たねー、楽しかったねー」など、いわゆる共感と

他者に対する関心が出てくる。だからこそ、子ど

もたちには3年保育を保障したい。3歳児さんに

は友達と一緒に共感したり、楽しかったりを感じ

てほしい。振り返りも全員でなくても、遊んでいる

その場で5,6人、10人ほどでもいいので、一緒に

おもしろいとか、楽しいとか、自分はしていないけ

ど友達がしていたことに共感して、また今度自

分がやってみたいと思ったりするのが集団教育

の醍醐味。家庭教育ではなかなかできない。友

達と共に学び合い、共感し、経験の幅を広げて

いき、社会性の幅を広げていく大事なところなの

で、3歳児の振り返りはしてほしいと思っている。 

Ｑ、公開保育の見方と視点 

Ａ、これが絶対いい保育と言う唯一無二の保育

があるわけではない。園ごとに、またクラスごと

に、さらには時期や子どもの様子によって環境

は変わる。ただ、公開保育を見る時の視点はあ

る。 

◎クラスの中に入った時には、「ままごと」「手指

使う工作（ブロックなど）」「微細運動、製作」「絵

本」「読んだり調べる、探究するコーナー」などが

あるかを実際は見ている。 

◎自分の視点を鍛えてみたいと思う方は「エ

カーズ」や「環境評価スケール」など環境を見る

時の指標などが国によってはあるので、そういっ

たものを使って頂くのもよいのではないか。 

◎いろいろな掲示物の目線が子どもの目線に

なっているかも見ている。また、子どもとの相互

作用で環境構成がなされているか。物を配置

する時も子どもたちに聞いてみてどこに置くのか

決めて

みてもい

いのかも

しれな

い。子ど

もの状

況や学

び、好

奇心と

関連させて構成してほしいと思う。 

◎公開保育を見て1番見ているのは子ども！

子どもが抑圧されていないか。子どもが笑顔で

あるか。自分が発揮されているか。それとも我

慢させられていないか。そして、子どもがやりた

いこと、遊びたいことがあって、遊ばされていて

何をしたいか分からなくてフラフラしていない

か、自分の好きな遊びやしたいことがわかって

いるのか。子どもが幸せかどうかを見ている。 

Ｑ、自園と比べる時にどう見るとよいのか 

Ａ、まず、自分の園と違う所が目に付いてしま

う。よくないアプローチの方法をツーリストアプ

ローチと言う。旅行客のようなアプローチ。海外

旅行に行く時は、一生に1回ぐらいしか行かな

いので、初めての所では違いばかりが目に付い

てしまう。でも、実はよく知り、学ぶためには、類

似性や違いが何によって生じているか、ここは

取り入れたい部分だ、これは自分は気をつけ

て同じようにならないようにしよう、など深みが

あり、そこから学んだり、そこと学び合ったりの関

係が、理解を進め、共存したり共生したり、一

緒に同僚性を発揮してみんなで学び合う、同じ

地域性を作っていこうということになる。1回見

るだけでは異質性しか見えてこない。そこにあ

る芯の部分や文脈など自分のものとして学ぶ

ことができない。そのため、いろいろな園を見に

行ったり、同じ園を何度も見に行くことで、上記

にあげたような視点、理解につながっていく。 

【指導案について】 

◎保育のカリキュラムは小学校とは違い教科

書がない。予定（教科書）通りにする必要はな

い。指導案に書いた内容を、書いてあるからや

らなきゃと、堅く考える必要はないと考える。 

◎子どもとの相互作用で保育を創ることが期

待される。子どもが、今何に興味を持ってい

て、何を楽しもうとしているのか、どんな育ちが

あるのかを洞察することが望まれる。子どもの

ことを一番よく知っている先生こそが状況を判

断し、臨機応変に対応してほしい。ねばならな

いというよりも、肩の力を抜いて、自分の目と耳

を信じて、そして、何よりも、自分たちは保育の

資格を持っているプロなんだという自信や自負

を持って

保育にあ

たってほし

い。  

◎3～5歳

が無償化

になる。子

どもの人権を考えると、保育士、幼稚園教諭な

どの保育専門職こそが質の高い保育を子ども

達に提供してほしい。すべての日本の子ども達

に保育専門職による3年間の教育を保障した

い！子育て支援や就労支援の観点からだけで

はなく、子どもの教育を受ける権利の保障を具

現化したい。 

【外部講師について】 

◎外国語の外部講師は必ずしも、その国での

国語教育の教員免許を持っているわけではな

い。実際、週に1回ほど英語を学んでも、英会

話は上達しない。 

◎外部講師を呼んで体育教室をしている園の

方が子どもの運動能力が低いといったクリアな

結果もある。 

◎英語、運動、音楽などは親のコンプレックス

や不安を背景に、商業主義的に導入している

場合もあり、そのことを危惧している。器械体操

や、鉄棒や跳び箱は学習指導要領によると小

学校3年生から学ぶ。 

◎外部講師ではなく、担任や園の先生こそ保

育にあたってほしい。子どもを一番理解してい

る保育者が子どもの教育を実施することが望

まれる。 

◎音楽の分野では、幼児期で育みたいのは、

楽譜が読めたり、楽器が弾けることよりも、そ

の前の段階の音楽を楽しむ、味わう、音を感

じる力である。音楽を聴いて感じる力、悲しい

感じ、楽しい感じといった音の感受性が、早

期から楽器のトレーニングをさせられている子

の方が低いとも言われている。 

◎まずは、音を楽しむ、リズムにのる、そして

大好きな先生と大好きなクラスの友達と遊び

ながらするということを大切にしてほしい。 

◎幼児期にピッチマッチング能力がつくと言わ

れている。ピッチマッチングとは、聞いた音を

再現する力である。ドミソで聞くより同じ音階で

「おはよう」と歌う音の聞く方が、ピッチマッチ

ングがしやすいことがわかってきている。 

男性より女性の声、さらには子どもの声の方が

幼児にとって合わせやすいことが分かってい

る。 

 幼児期で育みたいのは、楽譜が読めたり、楽器が弾けることよりも、その前の段階の音楽を楽しむ、     

 味わう、音を感じる力である。 
  カンファレンス 

グループワーク 
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【ドキュメンテー

ションとは・・・】 

◎ドキュメンテー

ションの「tion」とは

行為を指す言葉

である。 

◎ドキュメンテーションとは、プロジェクト型保育

の記録であり、可視化のひとつである。 

◎子ども中心の生活や遊びを捉えて書いていく

ことが大切になる。 

◎子ども中心の生活や遊びを捉えるということ

は、保育者が育ってほしい子どもの姿をしっかり

ねらいとして持つことが大切である。そのために

は、子どもは今何に興味を持っているんだろうと

いう細やかな視点を持つことが重要になる。 

◎何に興味を持っているのか、何に感心がある

のか、あるテーマについてとことんこだわる

ことができるようになって保育が深まっていく。 

疑問⇒試行錯誤⇒創意工夫（その支援）⇒問

題解決の学び 

◎トピックスとは、子どもの生活と関連の濃いもの

自然との関わりが濃いものがよい。 

◎プロジェクトアプローチ（方法）とは、一人一人

の子どもに対し保育者が応答的に関わることで

ある。人・物・環境との相互作用でもある。 

◎個別から集合性へと発達していく中で 子ども

が何に気づいて何に興味を持っているのか、遊

びの意味と保育者の役割をしっかりと捉えていく

必要がある。 

◎他者の気づきを自分（子ども自身）の気付づ

きにつなげていけるように関わる。       

【何を可視化するのか】 

◎事実・解釈・学びのプロセスを可視化する。 

◎好奇心や探求心、憧れを起点とした子ども

と保育者との相互作用を重視した保育を可視

化していく。  

◎他者の気づきが自分の気づきになるように

可視化する。 

◎保育者の関わりや意図的な環境を可視化

する。 

◎能動的受容・・・待っているだけだはなくて意

図があって見守ていることを伝える。 

◎教育的見守り・・○○したのは誰？保育者

なのか？子どもなのか？その関わりを書いてい

く。 

◎5領域・１０の姿（説明言語）を使って書くと

わかりやすい。 

◎保護者にも育ちの見通しや発達の視点、学

びの見通しを知ってもらう。 

    講 義 

7月１２日 ドキュメンテーション研修（フレッシュ向け）を実施しました 

 今年度も、新任の保育者やドキュメンテーションを初めて書

く保育者等フレッシュな皆さんを対象に研修を実施しました。 

 内容は、ドキュメンテーションについて北野先生の講義と、

乳児のドキュメンテーションをワークシートの視点にもとづいて

見とったり、グループで検討したりしました。また、幼児の事例

をもとに３～４人のグループに分かれて、ドキュメンテーション

を書くワークをしました。最後には、みんなで書いたドキュメン

テーションを見ながら、北野先生の助言をいただき、学び合う

ことができました。 

 ドキュメンテーションを見とるには、子どもの発達の理解やそ

の学びを見とる視点が不可欠です。しかし、経験年数の少ない保育者にとっては難しいこともあります。

研修を通じて、自分の保育を振り返り、見直しながら、保育の引き出しを増やしていくことが保育者の育

成につながります。公私に関係なく、市内の同年代の保育者同士が同僚性を築き、互いに高め合う

きっかけになるよう、今後もこのような研修を実施していきたいと思います。 
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参加園 

グループワーク 【タイトル】 

「○○遊び」などの活動名ではなく、子どもの

言葉や子どもの思いの入ったタイトルの方がイ

ンパクトがあります。 

タイトル○○○ 

きっかけ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊   

 

 

 

 

＊＊＊ 

＊＊＊＊ 

＊＊＊                                                                       
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【きっかけ】 

子どもの興味・関心からスタートして

いることを書きましょう。 

【子どもの言葉、姿】 

吹き出しをつけるとわかりやすいで

す。子どもの事実(言葉や姿）はその

まま書きましょう。保育者の感想や

解釈は分けて書きましょう。 

【保育者の関わり、環境】 

保育者の言葉、意図的な関わり、意

図的な環境を書きましょう。つまり、

教育的な意図を書きましょう。 

【重要なポイント】 

✿「できた、上手になった」という結果だけではなく、プロセスを伝えましょう。 

✿単なる手順の説明や経過報告にならないよう育ちや学びを意識して書きましょう。 

【育ち・学び】 

子どもの発達、5領域、幼児期の終

わりまでに育ってほしい10の姿を活

用して、子どもの育ちや学びを書き

ましょう。 

 どのドキュメンテーションも同じものはなく、それぞれの良

さが感じられるものに仕上がりました。同じ事例であっても、

その見とり方、書き方によって受ける印象は違ってきます。 

 保育の中の子どもの育ちや学びが見えるドキュメンテー

ションを目指して、これからも学び合っていきましょう。 

 好奇心や探求心、憧れを起点とした子どもと保育者との相互作用を重視した保育を可視化していく。  

 他者の気づきが自分の気づきになるように可視化する。 

 保育者の関わりや意図的な環境を可視化する。 


